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お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は
水
戸
学
講
座
の
第
二
回
と
し
ま
し
て
「
義
烈
両
公
と
教
育
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
御
案
内
の
と
お
り
、
今
年
は
義
公
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
て
か
ら
三
百
年
、
烈
公
が
お
生

ま
れ
に
な
り
ま
し
て
か
ら
二
百
年
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
般
に
「
義
烈
両
公
」
と
並
び
称

さ
れ
ま
す
が
、
今
年
は
ま
さ
に
「
義
烈
両
公
」
の
年
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま
す
。
お
二

人
と
も
ま
こ
と
に
偉
大
な
方
で
あ
り
ま
す
の
で
、
「
教
育
」
と
い
う
面
に
限
り
ま
し
て
も
、
と
て

も
わ
ず
か
な
時
間
で
は
申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
、
力
量
不
足
を
も
っ
て
し

て
は
な
お
さ
ら
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ほ
ん
の
一
端
に
す
ぎ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
本
日
は
「
義
烈
両
公
」
の
教
育
に
関
す
る

側
面
を
次
の
三
点
か
ら
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

第
一
に
、
「
義
烈
両
公
」
の
教
育
論
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
学
問
論
と
い
っ
て
も
よ
い
か
と
思

い
ま
す
。

第
二
に
、
「
義
烈
両
公
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
教
育
制
度
・
教
育
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。

第
三
に
、
「
義
烈
両
公
」
の
教
育
論
や
教
育
制
度
の
影
響
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
ま
ず
、
義
公
の
教
育
論
か
ら
観
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
末
尾
の
参
考
文
献
に
も
掲
げ
て
お
き
ま
し
た
が
（
近
年
の
「
黄
門
様
の
知
恵
袋
」
に
も
み
え
て

い
ま
す
）
、
水
戸
史
学
会
の
事
務
局
長
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
但
野
先
生
の
論
文
に
よ
っ
て
紹
介
さ

せ
て
戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
義
公
の
教
育
論

１
、
『
玄
桐
筆
記
』
七
一
（
『
水
戸
義
公
伝
記
逸
話
集
』
）

　
子
と
も
を
教
ゆ
る
と
て
、
つ
よ
く
折
檻
す
る
は
益
な
き
の
み
に
あ
ら
ず
、
気
先
を
ち
ぢ
め

て
、
却
て
妨
と
な
る
も
の
也
。
を
の
か
有
た
き
ま
ま
に
あ
ら
し
め
て
、
機
会
を
見
て
合
点
ゆ
く

様
に
導
事
肝
要
也
と
仰
せ
ら
れ
き
。

２
、
『
桃
源
遺
事
』
七
一
（
『
水
戸
義
公
伝
記
逸
話
集
』
）

　
西
山
公
御
平
常
人
の
あ
や
ま
ち
を
多
く
は
御
見
の
か
し
成
さ
れ
、
其
能
を
御
取
成
さ
れ
候
。

就
中
若
者
の
あ
や
ま
ち
は
御
免
な
さ
れ
候
。
之
に
依
り
て
左
様
の
者
共
後
々
能
人
に
成
候
者
多

し
。
常
々
御
家
老
共
に
御
咄
遊
ば
さ
れ
候
は
、
其
方
な
と
は
生
立
よ
り
律
儀
ま
つ
ほ
う
成
者
を



極
上
の
人
と
存
候
や
、
誠
の
極
上
の
人
と
は
聖
賢
の
事
也
、
今
の
代
に
は
な
き
も
の
也
。
今
時

生
立
よ
り
律
儀
者
と
沙
汰
す
る
に
愚
な
る
者
多
し
、
又
若
時
ろ
つ
ほ
う
仕
候
者
の
、
後
に
能
人

に
成
候
事
多
し
、
其
方
共
を
初
、
重
役
申
付
候
者
共
に
、
若
き
時
分
多
少
と
、
色
品
は
異
な
る

事
有
と
い
へ
共
、
ろ
つ
ほ
う
不
調
法
一
つ
も
せ
さ
る
者
有
へ
し
と
も
お
も
は
れ
す
候
。
仍
て
諸

士
の
若
き
者
の
六
ほ
う
な
と
仕
候
義
は
了
簡
有
へ
き
事
と
仰
ら
れ
候
。
子
と
も
の
お
と
な
し
き

と
い
ふ
も
褒
は
や
し
に
く
し
、
子
と
も
は
子
と
も
の
や
う
な
る
か
よ
し
。
縦
き
ひ
し
く
仕
置
を

な
す
と
も
、
心
よ
り
合
点
せ
さ
れ
ば
益
な
く
し
て
却
て
一
生
病
身
に
成
こ
と
有
と
仰
ら
れ
候
。

３
、
『
西
山
随
筆
』
（
『
水
戸
義
公
全
集
』
中
巻
、
士
の
項
）

　
人
幼
小
に
し
て
聡
明
器
用
の
名
あ
り
と
も
、
み
だ
り
に
ほ
む
へ
か
ら
ず
、
十
四
五
歳
を
過
て

志
変
ず
る
こ
と
あ
り
、
善
生
れ
付
も
悪
く
変
じ
、
悪
い
生
れ
付
も
善
な
る
こ
と
多
し
、
是
れ
大

切
の
時
な
り
、
其
志
正
し
き
方
赴
て
移
ら
ざ
る
を
見
て
後
ほ
む
べ
し
。

と
あ
り
ま
す
。

　
１
の
玄
桐
筆
記
で
あ
り
ま
す
が
、
最
後
の
と
こ
ろ
に
ご
留
意
い
た
だ
き
ま
す
と
「
機
会
を
見
て

合
点
ゆ
く
様
に
導
事
肝
要
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。
私
も
教
職
に
身
を
お
く
者
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
れ
が
な
か
な
か
む
つ
か
し
い
。
大
人
で
も
そ
う
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
２
に
つ
い
て
は
三
行
め
に
「
ま
つ
ほ
う
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ま
じ
め
で
あ
る
、
実
直
で
あ
る
と

い
う
意
味
で
す
。
次
に
「
ろ
つ
ほ
う
」
と
も
あ
り
ま
す
が
、
六
方
で
す
。
歌
舞
伎
の
ほ
う
で
は
六

方
男
伊
達
な
ど
と
申
し
ま
す
が
、
無
法
者
を
さ
す
言
葉
で
あ
り
ま
す
。
か
え
っ
て
小
さ
い
時
に
六

方
の
者
が
大
人
に
な
っ
て
か
ら
役
に
立
つ
も
の
だ
と
い
う
の
で
す
。
だ
か
ら
、
小
さ
い
過
ち
は
あ

ま
り
に
と
が
め
立
て
る
こ
と
は
よ
く
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
３
は
意
味
は
明
瞭
で
あ
り
ま
す
。
ほ
め
て
ば
か
り
で
は
い
け
な
い
。
悪
い
こ
と
は
悪
い
と
し
か

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
子
供
は
し
か
ら
れ
な
い
と
、
そ
れ
は
し
て
も
か
ま
わ
な
い
の
だ
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
言
葉
は
非
常
に
重
み
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
、
義
公
の
教
育
論
の
一
端
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
義
公
は
そ
れ
を
い
か
に
実
践

し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

二
、
彰
考
館
と
史
館
講
釈

　
次
に
義
公
の
教
育
制
度
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
彰
考
館
に
お
け
る

史
館
講
釈
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
彰
考
館
は
寛
文
十
二
年
に
開
か
れ
ま
し
て
大
日
本
史
の
編
纂

に
当
っ
た
こ
と
は
御
承
知
の
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
実
は
彰
考
館
で
は
編
纂
事
業
の
他
に
講

義
、
史
館
講
釈
と
い
い
ま
す
が
、
講
義
が
行
わ
れ
、
い
わ
ば
学
校
の
役
割
を
も
果
た
し
て
い
た
わ

け
で
あ
り
ま
す
。
義
公
に
も
学
校
を
建
設
し
よ
う
と
い
う
意
図
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、

現
実
に
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、
彰
考
館
で
種
々
の
講
義
が
行
わ
れ
、
勉
強
し
て



い
た
訳
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
田
中
止
丘
の
「
彰
考
館
を
開
く
の
記
」
と
い
う
文
章
で
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

１
、
「
開
彰
考
館
記
」
（
田
中
止
丘
著
）
の
中
に

　
一
月
に
六
日
別
に
講
筵
を
設
け
、
群
臣
を
し
て
貴
賎
と
な
く
来
聴
せ
し
む
。

と
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
私
が
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
雨
谷
毅
先
生
の
「
水
戸
学
の
新
研
究
」
と
い

う
本
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
本
は
義
公
生
誕
三
百
年
記
念
と
し
て
昭
和
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
後
半
に
水
戸
の
教
育
に
関
す
る
大
変
よ
い
史
料
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
概
略
そ
れ
に
よ
っ
て
お
話
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
本
に
よ
り
ま
す
と
、
江
戸
で
行
わ
れ
た
史
館
講
釈
は
四
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

史
館
月
次
・
御
前
月
次
・
御
次
月
次
・
御
次
読
書
指
南

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
史
館
の
学
者
た
ち
が
交
替
で
担
当
し
ま
し
た
。
水
戸
で
は
森
尚
謙

と
宮
井
道
仙
の
自
宅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
の
史
館
警
と
講
筵
警
は
、
い
わ
ば
講
義
の
際
の
規
則
で
す
。

２
、
史
館
警
（
「
常
山
文
集
補
遺
」
「
年
山
紀
聞
」
）

一
、
会
レ

館
者
可
下
以
二

辰
半
一

入
。
未
刻
退

一
、
書
策
謹
不
レ

可
レ

汚
三

壊
紛
二

失
之
一

一
、
囂
談
諍
論
。
宜
二

最
戒
一
レ

之

一
、
論
レ

文
考
レ

事
。
各
当
レ

竭
レ

力
。
若
有
二

他
所
一
レ

駁
。
則
虚
レ

心
議
レ

之
。
勿
レ

執
二

独
見
一

一
、
在
レ

席
勿
二

怠
惰
放
肆
一

簡
単
に
意
味
を
言
い
ま
す
と
、

一
、
館
に
集
ま
る
時
刻
は
辰
の
半
ば
（
九
時
）
、
退
出
は
未
の
時
刻
（
二
時
）
と
す
る
。

二
、
書
籍
は
丁
寧
に
扱
い
、
破
損
や
紛
失
し
な
い
こ
と
。

三
、
や
か
ま
し
く
談
じ
た
り
、
争
論
を
戒
め
る
こ
と
。

四
、
文
章
を
論
じ
、
事
を
考
え
る
に
は
論
を
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
が
、
も
し
他
の
反
駁
を
受
け

た
場
合
は
虚
心
に
検
討
し
、
私
見
を
固
執
し
な
い
こ
と
。

五
、
席
に
あ
る
時
は
怠
け
た
り
、
勝
手
な
こ
と
を
し
な
い
こ
と
。

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
次
は
講
筵
警
で
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
な
規
則
と
言
え
ま
す
。

３
、
講
筵
警
（
「
常
山
文
集
補
遺
」
）

一
、
講
時
可
レ

始
二

卯
半
一

一
、
会
レ

席
者
勿
レ

論
座
次
一

、
講
罷
以
レ

次
漸
出
、
不
レ

可
二

争
レ

先
喧
擾
一

一
、
戯
言
笑
談
諍
論
放
肆
、
壹
是
禁
レ

之
、
倦
聴
睡
眠
各
戒
レ

之
、
夫
学
所
三

以
明
二

人
倫
一

也
、



君
臣
有
レ

義
、
父
子
有
レ

親
、
夫
婦
有
レ

別
、
長
幼
有
レ

序
、
朋
友
有
レ

信
、
五
者
不
レ

行
、

則
非
レ

人
、
講
者
聴
者
、
当
三

自
省
二

勤
之
一

　
そ
の
他
、
義
公
が
明
ら
か
招
い
た
朱
舜
水
、
そ
の
舜
水
を
祭
っ
た
お
堂
で
も
講
釈
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
最
初
は
江
戸
の
駒
込
、
後
に
水
戸
の
祀
堂
守
の
役
宅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
太
田
で
も
馬
場
講
釈
と
い
う
の
が
行
わ
れ
ま
し
た
し
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
時
代
が
下
が
り

ま
す
が
、
烈
公
時
代
の
天
保
年
間
に
は
下
市
で
も
講
釈
が
行
わ
れ
、
文
庫
ま
で
設
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
武
士
の
み
な
ら
ず
、
一
般
市
井
の
人
々
に
も
学
問
を
し
よ
う
と
い
う
意

識
が
明
確
に
存
在
し
た
こ
と
が
窺
え
る
と
思
い
ま
す
。

三
、
鹿
島
文
庫

　
次
に
こ
の
よ
う
な
義
公
時
代
の
影
響
で
あ
り
ま
す
が
、
一
例
と
し
て
鹿
島
文
庫
を
取
り
上
げ
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
鹿
島
神
宮
で
は
史
館
講
釈
に
な
ら
っ
て
、
講
義
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
鹿
島
文
庫
に
お

い
て
で
あ
り
ま
す
。
鹿
島
神
宮
に
は
多
い
時
に
は
百
人
か
ら
の
神
官
が
お
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の

家
族
な
ど
も
含
め
て
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
設
立
に
つ
い
て
は
「
鹿
島
文
庫
興
廃

始
末
」
（
鹿
島
町
史
第
四
巻
）
に
次
の
よ
う
に
み
え
て
い
ま
す
。

鹿
島
文
庫
は
延
宝
三
年
己
卯
大
宮
司
中
臣
則
直
の
創
て
建
る
所
な
り
。
こ
の
年
正
月
則
直
江

戸
に
在
て
、
鹿
島
神
宮
は
大
社
の
事
な
れ
ば
、
末
代
ま
で
も
伝
へ
ん
た
め
文
庫
を
建
ら
れ
度

と
、
本
多
長
門
守
殿
へ
願
は
れ
し
に
、
即
仰
付
ら
れ
、
四
月
三
日
釿
初
あ
り
て
、
六
月
十
一

日
に
落
成
に
な
れ
り
。
・
・
・
按
ず
る
に
大
宮
司
則
直
は
、
水
戸
中
山
氏
の
女
を
娶
り
て
室

と
せ
ら
れ
し
人
な
れ
ば
、
其
儒
臣
た
ち
と
も
相
議
し
て
文
庫
を
創
ら
れ
た
る
に
て
、
実
は
西

山
公
の
御
深
慮
な
ど
よ
り
出
た
ら
ん
も
測
り
が
た
し
。

　
末
尾
に
「
実
は
西
山
公
の
御
深
慮
な
ど
よ
り
出
た
ら
ん
も
測
り
が
た
し
」
と
あ
り
ま
す
が
、
文

庫
は
西
山
公
す
な
わ
ち
義
公
の
お
考
え
に
淵
源
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
史
料
は
江
戸
後
半

の
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
推
測
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
義
公
時
代
は
則
直
と
そ
の
子

息
で
あ
る
則
長
の
時
に
当
た
り
ま
す
が
、
こ
の
二
代
の
大
宮
司
は
妻
が
水
戸
藩
士
で
あ
り
ま
す
。

則
直
は
義
公
に
会
っ
て
お
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
の
人
物
で
あ
り
ま
す
。
比
較
的
若
く
し
て
亡
く

な
り
ま
し
た
。
則
長
は
大
宮
司
職
を
追
わ
れ
て
、
復
職
運
動
を
す
る
中
で
義
公
と
も
関
係
が
あ
り

ま
し
た
。
義
公
全
集
に
則
長
宛
て
の
書
簡
が
収
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
則
長
も
若
く
し
て
亡
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
を
継
い
だ
の
が
定
則
で
す
が
、
そ
の
定
則
が
文
庫
を
再
興
し
ま
し
た
。
扶

桑
拾
葉
集
が
奉
納
さ
れ
た
の
は
定
則
の
時
で
す
。
定
則
は
垂
加
神
道
を
学
ん
だ
人
物
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
清
水
宗
茂
が
和
書
を
奉
納
し
た
の
も
再
興
さ
れ
た
文
庫
で
し
た
。



四
、
烈
公
の
教
育
論

　
次
に
烈
公
に
移
り
ま
す
。
烈
公
に
は
お
び
た
だ
し
い
書
簡
や
著
作
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
て

特
に
慶
喜
公
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
書
簡
に
教
育
論
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
日
は
安
政
二
年

の
教
諭
書
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
教
諭
書
は
「
徳
川
慶
喜
公
傳
・
附
録
五
・

資
料
編
」
に
収
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
直
前
に
有
名
な
「
銃
術
問
答
」
が
あ
り
ま
す
。
冒

頭
に
「
過
日
、
銃
術
の
義
問
答
に
付
」
と
み
え
ま
す
が
、
い
わ
ば
「
銃
術
問
答
」
の
後
半
部
分
と

も
い
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
章
を
読
ん
で
ま
い
り
ま
す
と
、
「
皇
国
」
と
い
う
文
字
が

多
用
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
全
部
で
八
ヶ
所
み
え
ま
す
。
「
皇
国
」
と
い
う
言
い
方
は

江
戸
後
半
、
特
に
幕
末
に
な
り
ま
す
と
主
に
国
学
者
、
そ
し
て
志
士
と
よ
ば
れ
る
人
々
に
多
く
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
言
で
い
え
ば
「
天
皇
の
国
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、
そ
の
「
皇

国
」
意
識
が
や
が
て
明
治
維
新
へ
と
結
び
つ
い
て
ま
い
り
ま
す
。

過
日
銃
述
之
義
御
聞
ニ
付
、
凡
之
大
意
の
ミ
申
進
候
處
、
其
末
文
ニ
、
國
主
・
領
主
等
の
馬
好

并
臣
下
の
馬
好
と
相
違
之
義
、
學
問
・
政
事
も
其
理
一
な
る
よ
し
御
答
申
候
處
、
可
相
成
ハ
是

も
大
筋
ニ
相
認
候
様
ニ
と
の
義
、
何
も
承
知
い
た
し
、
過
日
の
続
ニ
候
ヘ
ハ
、
先
ツ
馬

の
事
よ
り
認
可
申
候

問
曰
、
學
問
之
義
も
同
し
道
理
と
御
教
示
有
之
候
處
、
何
と
も
解
兼
候
故
、
尚
又
伺
申
度
候

答
曰
、
馬
も
実
用
ニ
叶
へ
ん
が
為
ニ
、
常
々
馬
場
乗
・
堅
場
等
修
行
を
も
致
し
候
事
ニ
て
、
學

問
は
尚
更
之
事
ニ
本
来
大
切
ニ
御
座
候
。
先
書
ニ
認
候
通
り
、
我
大
日
本
ハ
神
胤
一
本
ニ
て
、

天
地
間
の
中
、
外
国
ニ
ハ
一
切
其
例
し
無
之
尊
き
御
國
ニ
て
、
何
事
も
外
国
の
事
不
取
用
候
へ

バ
と
て
も
事
足
り
申
候
へ
共
、
其
上
ニ
も
人
ニ
取
り
て
尚
皇
國
の
御
為
ニ
可
被
遊
と
、
應
神
天

皇
の
叡
慮
よ
り
、
漢
土
之
書
類
を
も
御
取
寄
ニ
相
成
、
益
本
朝
の
尊
き
ゆ
え
ん
も
相
分
り
難
有

御
事
ニ
候
。
孔
子
を
初
西
夷
と
ハ
乍
申
、
中
々
ニ
道
理
ハ
格
別
ニ
て
、
人
の
教
ニ
も
相
成
候
へ

ハ
、
皇
朝
を
本
と
い
た
し
、
皇
朝
の
御
為
ニ
学
び
候
義
ニ
候
へ
ハ
よ
ろ
し
く
候
。
尤
其
中
ニ
も

不
可
取
者
一
二
を
あ
け
て
申
候
ハ
ヽ
、
孟
子
二
巻
梁
恵
王
の
章
ニ
斉
宣
王
問
曰
、
湯
放
棄
、
武

王
伐
紂
云
々
、
曰
、
臣
弑
其
君
可
乎
云
々
、
聞
誅
一
夫
紂
矣
、
未
聞
弑
君
也
と
有
之
様
覚
申
候

所
、
此
章
斉
宣
王
之
身
を
慎
様
ニ
い
へ
る
事
と
は
見
え
候
へ
共
、
全
く
夷
狄
腹
ニ
て
、
於
皇
國

ハ
聞
も
け
が
ら
は
し
き
語
と
存
候
、
如
何
様
の
闇
君
ニ
て
、
一
夫
同
様
と
申
事
ハ
決
て
無
之

義
、
皇
朝
ニ
て
皇
帝
を
殺
候
ハ
、
異
端
の
仏
法
を
信
し
候
馬
子
・
入
鹿
計
ニ
候
。
又
中
庸
第
十

四
章
に
、
素
富
貴
、
行
乎
富
貴
云
々
、
素
夷
狄
、
行
乎
夷
狄
云
々
、
君
子
無
入
而
不
自
得
焉
と

申
抔
、
是
亦
狄
腹
ニ
て
、
若
し
是
を
君
子
と
申
候
は
ゝ
、
今
墨
魯
等
ニ
降
参
し
て
も
、
自
分
身

を
全
く
さ
へ
致
せ
ハ
、
漢
学
ニ
て
ハ
君
子
と
も
可
被
申
哉
ニ
候
へ
共
、
右
之
心
得
故
、
何
レ
の

夷
狄
船
ニ
も
清
人
乗
り
居
り
候
よ
し
。
我
皇
國
の
道
わ
き
ま
へ
候
人
ニ
候
ハ
ゝ
、
た
と
へ
八
ツ



ざ
き
ニ
相
成
候
共
、
天
照
大
御
神
よ
り
御
代
々
の
神
國
の
御
恩
を
忘
却
致
し
、
夷
狄
へ
降
参
等

ハ
不
相
成
事
ニ
候
。
誰
と
て
も
長
命
ハ
好
ミ
短
命
ハ
不
好
候
へ
共
、
人
生
百
年
共
生
候
事
ハ
無

之
候
へ
ハ
、
前
文
の
場
ニ
臨
候
へ
ハ
、
十
年
廿
年
の
命
を
今
果
し
候
と
て
も
、
病
等
ニ
候
へ
ハ

死
間
敷
者
ニ
も
無
之
所
、
ま
し
て
義
ニ
死
候
事
ニ
候
ハ
ゝ
、
一
身
を
塵
芥
よ
り
も
軽
く
心
得
、

本
朝
の
御
為
と
を
い
た
し
、
名
を
後
代
ニ
の
こ
し
可
申
と
心
懸
候
義
、
第
一
の
學
問
存
候
。
西

土
統
て
理
窟
ハ
盡
し
候
へ
共
、
聖
人
の
道
長
く
被
行
候
義
は
無
之
、
孔
孟
等
終
ニ
能
く
長
く
被

用
候
事
も
無
之
候
。
周
禮
義
禮
抔
も
組
立
計
ニ
て
、
能
く
行
れ
候
事
ハ
如
何
可
有
之
哉
遠
人
を

来
す
抔
申
も
、
其
聖
人
居
候
節
ハ
格
別
、
聖
人
も
無
之
、
聖
人
臭
き
言
申
、
遠
人
を
近
け
候
へ

ハ
い
つ
も
夷
狄
ニ
國
を
奪
れ
申
候
。
皇
國
へ
ね
古
へ
よ
り
度
々
夷
狄
来
り
候
へ
共
、
厳
重
の
御

処
故
、
是
迄
は
持
張
申
候
得
共
、
近
頃
御
仁
恵
の
よ
し
ニ
て
御
近
付
被
遊
候
故
、
追
々
遠
人
共

来
り
、
對
彼
候
て
ハ
御
仁
恵
と
も
可
申
哉
ニ
候
へ
共
、
御
国
人
民
の
為
ニ
ハ
如
何
と
深
く
心
配

仕
候
。
學
問
迄
ニ
も
無
之
、
貴
家
ニ
ハ
能
を
御
好
故
、
能
の
謡
ニ
て
申
候
ハ
ゝ
、
人
の
國
よ
り

は
我
人
云
々
、
何
事
も
持
廻
し
申
候
、
則
孝
経
ニ
不
敬
其
親
而
敬
他
人
、
是
曰
孛
徳
と
之
有

も
、
其
利
同
断
と
存
候
。
此
國
の
御
為
ニ
相
成
候
上
ニ
て
、
他
人
迄
へ
も
御
仁
恵
及
候
ハ
格
別

ニ
も
可
有
之
故
、
ま
し
て
他
人
の
来
り
候
為
ニ
、
此
國
の
人
民
難
義
ニ
及
候
義
如
何
と
存
候
へ

共
、
今
ケ
様
相
成
候
上
ハ
、
又
容
易
云
々
致
候
ハ
ゝ
、
尚
又
難
義
ニ
可
相
成
も
難
計
義
如
何
と

も
指
支
申
候
。
付
て
ハ
皇
國
の
學
問
ハ
神
胤
一
本
な
る
所
を
弥
益
尊
敬
致
し
、
何
も
大
学
ニ
て

御
覧
之
通
り
、
御
自
分
の
身
を
お
さ
め
候
よ
り
し
て
國
天
下
ニ
及
し
、
四
民
夫
々
己
の
職
を
励

ミ
勤
候
様
指
揮
致
候
義
、
何
よ
り
の
学
問
と
存
候
。
兎
角
皇
國
の
義
を
本
と
い
た
し
、
皇
國
の

為
ヲ
助
け
候
様
、
漢
字
を
も
致
不
申
候
へ
ハ
害
ニ
相
成
可
申
候
。
扨
又
近
来
流
行
の
西
洋
学

ハ
、
船
製
・
軍
法
・
銃
砲
・
医
術
・
天
文
・
細
工
位
の
事
ニ
候
へ
共
、
彼
か
軍
法
・
銃
砲
を
取

り
、
彼
を
防
禦
し
て
皇
國
の
御
為
ニ
活
用
致
し
候
ハ
、
則
我
か
大
和
魂
の
学
問
ニ
候
。
医
術
の

義
も
彼
か
良
法
を
取
て
御
國
の
人
民
を
救
候
義
、
是
亦
同
断
ニ
候
。
天
文
の
事
ハ
た
と
へ
日
本

流
ニ
て
相
違
有
之
と
も
、
鳥
獣
と
草
木
と
時
気
相
あ
ら
わ
れ
、
種
蒔
・
仕
付
等
致
し
候
へ
ハ
何

の
指
支
も
無
之
候
へ
と
も
、
是
迄
の
如
く
漢
蘭
の
法
を
用
候
と
て
、
又
さ
せ
る
害
も
無
之
候

所
、
彼
か
方
ニ
て
本
と
致
し
候
天
主
教
ニ
至
り
候
て
ハ
、
孔
子
の
道
と
ハ
大
ニ
相
違
、
八
宗
の

仏
法
よ
り
も
其
害
百
倍
致
し
候
半
故
、
西
洋
学
ハ
彼
ニ
て
末
と
致
候
所
ニ
て
活
用
致
し
候
ハ
格

別
、
彼
か
本
と
致
候
所
此
地
ニ
て
行
れ
候
て
ハ
以
の
外
と
存
候
。
相
成
た
け
西
洋
の
学
問
ハ
弘

く
不
被
行
様
致
度
事
ニ
候
。

　
こ
の
文
章
中
、
答
は
烈
公
で
す
。
慶
喜
公
に
対
す
る
答
え
で
す
。
傍
線
部
に
留
意
し
て
下
さ

い
。
「
我
皇
国
の
道
わ
き
ま
へ
候
人
に
候
は
は
、
た
と
へ
八
つ
ざ
き
に
相
成
候
共
、
天
照
大
御
神

よ
り
御
四
々
の
神
国
の
御
恩
を
忘
却
致
し
」
と
あ
り
ま
す
が
、
わ
が
国
が
天
照
大
御
神
よ
り
の

代
々
の
ご
恩
の
よ
っ
て
成
り
立
つ
国
で
あ
る
と
の
認
識
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
認
識
は
「
告
志
篇
」



な
ど
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
烈
公
の
基
本
的
歴
史
観
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
次
の
傍
線

部
の
「
我
が
大
和
魂
の
学
問
に
候
」
に
も
窺
え
ま
す
。
そ
の
あ
と
の
「
医
術
の
義
も
彼
が
良
法
を

取
て
御
国
の
人
民
を
球
候
義
、
是
亦
同
断
に
候
」
と
い
う
箇
所
に
も
注
意
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

烈
公
が
医
術
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
は
有
名
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
あ
と

で
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

五
、
弘
道
館
（
文
館
と
賛
天
堂
）

１
、
文
館
の
教
育

　
さ
て
、
烈
公
の
教
育
制
度
と
い
え
ば
ど
な
た
も
ご
承
知
の
弘
道
館
で
あ
り
ま
す
が
、
本
日
は
そ

の
う
ち
文
館
の
教
育
と
医
学
教
育
に
つ
い
て
若
干
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
弘
道
館
は
そ
の

高
邁
な
建
学
の
精
神
は
も
と
よ
り
、
そ
の
規
模
と
い
い
、
そ
の
与
え
た
影
響
（
例
え
ば
笠
間
藩
の

時
習
館
や
福
井
藩
の
明
道
館
な
ど
）
と
い
い
、
幕
末
の
教
育
界
に
お
き
ま
し
て
は
破
格
の
存
在
で

あ
り
、
ま
た
そ
の
役
割
に
も
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
文
館
の
教
育
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
歴
史
館
に
架
蔵
の
「
文
館
日
録
」
と
い
う
記

録
に
よ
り
ま
す
と
、
例
え
ば
安
政
二
年
（
本
開
館
の
前
で
す
け
れ
ど
も
）
の
正
月
の
場
合
で
す
。

輪
講
と
会
読
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
十
六
日
の
開
館
か
ら
始
ま
り
ま
し
て
、

十
七
日
　
居
学
生
輪
講
（
居
学
生
と
い
う
の
は
付
表
を
ご
覧
下
さ
い
）

十
八
日
　
講
習
生
会
読

十
九
日
　
講
習
生
輪
講

二
十
日
　
講
習
生
会
読

二
十
一
日
　
講
習
生
会
読

二
十
二
日
　
居
学
生
輪
講

二
十
四
日
　
講
習
生
輪
講

二
十
五
日
　
講
習
生
会
読

二
十
七
日
　
居
学
生
（
輪
講
）

二
十
九
日
　
講
習
生
輪
講

と
い
う
具
合
で
あ
り
ま
す
。
着
実
に
授
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
う
し
て
学
問
が

進
み
ま
す
と
、
講
習
生
か
ら
居
学
生
へ
、
居
学
生
か
ら
舎
長
へ
と
進
み
ま
す
。
資
料
の
付
表
を
ご

覧
下
さ
い
。
こ
の
表
は
私
が
作
成
し
た
も
の
で
、
「
水
戸
史
学
」
の
弘
道
館
特
集
号
に
掲
載
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。
十
八
人
の
昇
進
状
況
を
調
べ
ま
し
た
。
そ
の
内
、
三
人
を
と
り
あ
げ
ま
し
ょ

う
。

　
茅
根
・
原
は
会
沢
先
生
や
東
湖
先
生
の
お
弟
子
と
も
い
う
べ
き
方
で
、
弘
道
館
が
生
ん
だ
も
っ

と
も
偉
大
な
人
物
で
す
が
、
二
人
と
も
そ
の
最
期
は
悲
劇
的
で
し
た
。



　
二
人
は
先
輩
・
後
輩
の
間
柄
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
茅
根
が
原
に
送
っ
た
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
、
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
学
は
世
を
経
す
る
所
以
な
り
、
古
に
鑑
み
今
に
徴
し
、
長
を
取
り
て
短
を
捨
て
、
平

生
講
ず
る
所
を
以
て
一
部
の
活
歴
史
と
な
し
、
以
て
国
家
の
用
に
供
す
。
そ
れ
然
る
後
始
め

て
以
て
学
ぶ
所
に
負
か
ざ
る
べ
し
。

　
大
意
を
言
い
ま
す
と
、
学
問
と
い
う
の
は
世
の
中
を
治
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。
古
今
に
考
え

て
、
良
い
と
こ
ろ
を
取
り
、
悪
い
と
こ
ろ
を
捨
て
て
、
常
日
頃
講
ず
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
生
き
た

歴
史
と
し
、
国
家
の
役
に
立
て
る
の
で
す
。
そ
れ
で
始
め
て
学
問
が
生
き
て
く
る
の
で
す
。
大

体
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
付
表
　
《
主
要
人
物
の
昇
進
過
程
表
》

石 

川 

義 

俊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舎
長
　
│
（
１
）
↓
訓
導
　
│
（
15
）
↓
教
授
　
│
（
　
）
↓
寄
宿
方
教
授

佐 

野 

光 

大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
居
学
生
　
（
０
）
↓
舎
長
　
│
（
15
）
↓
訓
導

茅 

根 

　 

泰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
居
学
生
18
（
２
）
↓
舎
長
20
│
（
11
）
↓
訓
導
31

遠 

山 

重 

明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
居
学
生
　
（
４
）
↓
舎
長
　
│
（
３
）
↓
訓
導
　
│
（
　
）
↓
　
　
　
│
（
　
）
↓
教
授

津 

田 

信 

存
　
　
　
　
　
│
（
　
）
↓
居
学
生
18
（
４
）
↓
舎
長
22
│
（
６
）
↓
訓
導
28
│
（
２
）
↓
助
教
30

川 

瀬 

教 

文
　
　
　
　
　
│
（
　
）
↓
居
学
生
　
（
６
）
↓
舎
長
　
│
（
６
）
↓
訓
導

原 

　 

任 

蔵
　
　
　
　
　
│
（
　
）
↓
居
学
生
17
（
９
）
↓
舎
長
26
│
（
１
）
↓
訓
導
27

柳 

瀬 

勝 

善
　
　
　
　
　
│
（
　
）
↓
居
学
生
　
（
３
）
↓
舎
長
　
│
（
１
）
↓
訓
導

林 

　 

正 

龍
　
　
　
　
　
│
（
　
）
↓
居
学
生
　
（
２
）
↓
舎
長
　
│
（
１
）
↓
訓
導

落 

合 

為 

美
　
　
　
　
　
│
（
　
）
↓
居
学
生
　
（
５
）
↓
舎
長
　
│
（
４
）
↓
訓
導

遠 

山 

景 

英
　
　
　
　
　
│
（
　
）
↓
　
　
　
　
（
　
）
↓
舎
長
　
│
（
10
）
↓
訓
導

床 

井 

親 

忠
　
　
　
　
　
│
（
　
）
↓
居
学
生
17
（
５
）
↓
舎
長
22

会 

沢 

　 

璋
　
　
　
　
　
│
（
　
）
↓
居
学
生
21
（
３
）
↓
舎
長
24

安 

松 

敏 

慎
　
　
　
　
　
│
（
　
）
↓
居
学
生
　
（
３
）
↓
舎
長

長
久
保   

猷
　
　
講
習
生
│
（
　
）
↓
居
学
生
18
（
　
）
↓
　
　
　
│
（
　
）
↓
訓
導
30

内 

藤 

正 

直
　
　
　
　
　
│
（
　
）
↓
居
学
生
16
（
８
）
↓
舎
長
24
│
（
　
）
↓
　
　
　
│
（
　
）
↓
　
　
│
（
　
）
↓
教
授
頭
取
39

佐
々
木
延
之   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
居
学
生
　
（
　
）
↓
　
　
　
│
（
　
）
↓
訓
導
　
│
（
３
）
↓
助
教

鮎 

沢 

国 

維
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
居
学
生
21
（
２
）
↓
舎
長
23

※
右
表
は
主
と
し
て
『
舎
長
居
学
新
古
姓
名
順
』
『
水
府
系
纂
』
を
参
考
と
し
て
作
成
し
た
。
　
　
　
　
未
確
認
、
斜
体
数
字
　
昇
進
年
令
・
未
記
入
は
不
明

　
（
x
）
昇
進
に
要
し
た
年
数
・
未
記
入
は
不
明
　
な
ほ
、
弘
化
甲
辰
の
国
難
や
元
治
甲
子
の
乱
な
ど
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
順
調
に
昇
進
で
き
な
か
っ
た
者
も
ゐ
た
で
あ
ら
う

　
か
ら
、
そ
の
辺
の
事
情
も
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

　
茅
根
泰
と
原
任
蔵
に
つ
い
て
若
干
補
足
し
ま
す
。
茅
根
は
安
政
の
大
獄
で
斬
ら
れ
ま
し
た
が
、

原
と
も
ど
も
弘
道
館
で
は
居
学
生
、
舎
長
、
訓
導
と
昇
進
し
、
ほ
ぼ
三
十
歳
前
後
で
訓
導
に
達
し

て
い
ま
す
。
茅
根
は
東
湖
先
生
の
も
っ
と
も
代
表
的
な
お
弟
子
で
す
。
原
は
慶
喜
公
に
仕
え
て
活

躍
し
ま
し
た
が
、
の
ち
に
暗
殺
さ
れ
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
惜
し
い
生
涯
で
し
た
。
も
う
一
人
は
内

藤
正
直
で
す
。
碧
海
と
号
し
ま
し
た
。
「
徳
川
十
五
代
史
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
学
者
で
す
。
明
治

以
後
に
も
活
躍
し
た
人
物
で
、
東
大
教
授
を
務
め
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
人
物
を
生
み
出
し
た
こ
と
に
弘
道
館
教
育
の
成
果
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

２
、
医
学
の
教
育

　
次
に
医
学
教
育
で
す
。
医
学
に
関
し
て
は
「
賛
天
堂
の
記
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ

ま
す
。
医
学
館
の
講
堂
が
賛
天
堂
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
講
堂
に
掲
げ
ら
れ
た
記
文
が
こ
の
「
賛



天
堂
の
記
」
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
記
文
に
関
し
ま
し
て
、
東
京
帝
国
大
学
の
国
史
学
科
の
主
任
教
授
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
平

泉
澄
博
士
は
「
水
戸
烈
公
の
医
政
と
厚
生
運
動
」
（
石
島
績
い
さ
お

と
い
う
方
の
著
書
）
の
序
文
に

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
僅
々
（
わ
ず
か
に
と
い
う
意
味
で
す
が
）
六
百
余
字
を
列
ぬ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
含
蓄
す
る

と
こ
ろ
は
極
め
て
多
大
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
演
繹
す
れ
ば
、
我
が
国
貿
易
の
歴
史
の
概
説
で
あ

り
、
日
本
的
生
活
の
主
張
で
あ
り
、
固
有
医
方
の
論
説
で
あ
り
、
物
資
の
上
に
於
け
る
独
立
独

歩
の
企
画
で
あ
り
、
神
国
の
真
面
目
を
発
揮
し
よ
う
と
す
る
構
想
で
あ
っ
て
、
目
ざ
す
と
こ
ろ

至
っ
て
遠
し
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
も
彼
の
弘
道
館
の
記
が
さ
く
さ
く
と
し
て
世
に

謳
わ
る
る
に
反
し
、
こ
の
雄
編
は
不
幸
に
し
て
人
の
閑
却
に
任
せ
、
碧
玉
光
を
つ
つ
ん
で
長
く

名
山
の
蔵
せ
ら
る
る
の
観
が
あ
っ
た
。

　
平
泉
博
士
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
「
賛
天
堂
の
記
」
は
「
弘
道
館
の
記
」
に
比
べ

て
読
ま
れ
る
こ
と
が
少
な
い
か
と
も
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
取
り
上
げ
て
み
よ
う
と
考
え

た
訳
で
あ
り
ま
す
。
今
日
、
拓
本
が
弘
道
館
に
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
御
存
知
か
と
も
思
い

ま
す
。
時
間
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
最
後
の
傍
線
部
を
ご
覧
戴
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
　
賛
天
堂
の
記

夫
れ
天
地
の
万
物
に
於
け
る
や
、
煦
嫗
覆
育
ク
ウ
フ
イ
ク

、
神
妙
測
ら
れ
ず
。
然
れ
ど
も
其
の
広
大

窮
ま
り
な
き
に
及
ん
で
や
、
其
の
賦
與
す
る
所
の
者
、
或
は
斉
し
き
こ
と
能
は
ず
。
是
を
以
て

凡
そ
四
方
の
国
、
寒
暖
燥
湿
あ
り
。
而
し
て
民
の
其
の
間
に
生
る
る
者
、
其
の
性
各
々
異
り
、

南
方
は
暖
燥
、
人
心
寛
柔
に
し
て
恭
順
、
衣
食
余
り
あ
り
。
故
に
生
育
自
ら
多
し
。
北
方
は
寒

湿
、
人
心
凝
悍
に
し
て
猛
烈
、
衣
食
倶
に
乏
し
。
故
に
生
育
自
ら
少
し
。
夫
の
火
食
せ
ず
、
粒

食
せ
ず
、
穴
居
野
処
、
皮
を
衣
キ

、
羽
を
被
る
が
ご
と
き
、
亦
風
土
の
然
ら
し
む
る
な
り
。
嗚

呼
、
我
が
神
州
、
正
気
純
粋
、
寒
暖
宜
し
き
を
得
、
人
心
仁
厚
に
し
て
義
勇
、
衣
食
饒
ユ
タ
カ

に
、
居
処
安
く
、
器
械
備
は
り
、
一
物
と
雖
も
之
を
他
に
求
む
る
を
待
た
ず
し
て
足
れ
り
。
然

れ
ど
も
中
世
以
降
、
海
外
交
易
大
に
行
は
れ
、
而
し
て
蛮
舶
齎
す
所
の
者
は
、
則
ち
薬
石
砂

糖
、
珍
禽
奇
獣
、
皮
角
羽
毛
、
諸
々
の
玩
好
の
物
な
り
。
彼
に
与
ふ
る
所
の
者
は
、
大
に
し
て

は
則
ち
金
銀
銅
鉄
、
小
に
し
て
は
則
ち
神
蝋
脯
脩
の
属
、
皆
日
用
の
物
な
り
。
蓋
し
昇
平
無

事
、
驕
奢
淫
逸
、
奇
を
好
み
異
を
衒
ひ
、
以
て
之
を
致
す
あ
り
。
其
の
幣
今
日
に
至
り
て
、
殆

ん
ど
救
ふ
べ
か
ら
ざ
る
者
あ
り
。
其
の
大
弊
の
如
き
は
即
ち
姑
く
焉
を
置
く
。
今
夫
れ
薬
石
も

亦
天
の
生
ず
る
所
、
万
国
各
々
焉
あ
り
。
而
し
て
異
産
の
我
に
於
け
る
や
、
固
よ
り
肺
腸
に
熟

せ
ざ
る
者
あ
り
。
故
に
適
タ
マ

々
之
を
服
す
れ
ば
、
則
ち
其
の
奇
験
有
る
も
亦
宜
な
り
。
遂
に

薬
物
の
精
良
、
海
外
に
及
ば
ず
と
日
ひ
て
、
而
し
て
我
の
産
す
る
所
、
及
び
伝
ふ
所
の
医
方
、

皆
棄
て
ゝ
省
み
ざ
る
に
至
る
。
是
れ
何
の
心
ぞ
や
。
蓋
し
海
外
の
奇
薬
は
、
其
の
価
最
も
貴



し
。
故
に
富
貴
の
人
、
独
り
之
を
嘗
む
こ
と
を
得
。
然
れ
ど
も
未
だ
其
の
齢
を
保
つ
こ
と
百
千

歳
な
る
者
を
聞
か
ず
。
而
し
て
貧
賤
の
人
は
、
之
を
嘗
む
る
こ
と
を
得
ず
と
雖
も
、
亦
未
だ

人
々
の
短
折
を
聞
か
ず
。
而
し
て
或
は
長
寿
を
保
つ
者
、
往
々
焉
有
り
。
今
富
貴
の
人
独
り
之

を
得
る
も
、
亦
大
に
善
し
。
然
れ
ど
も
他
日
辺
隙
一
た
び
開
き
、
交
易
路
絶
ふ
れ
ば
、
則
ち
将

に
之
を
奈
何
せ
ん
と
か
す
る
。
且
つ
薬
物
は
之
を
用
ふ
れ
ば
尽
き
易
く
、
而
し
て
金
銀
は
、
一

た
び
之
を
与
ふ
れ
ば
、
則
ち
再
び
取
る
能
は
ざ
る
者
な
り
。
獲
難
き
の
至
宝
を
挙
げ
て
、
以
て

尽
き
易
き
の
薬
物
に
換
ふ
。
是
れ
又
何
の
心
ぞ
や
。
今
其
の
至
宝
を
蛮
夷
に
棄
て
ん
よ
り
は
、

其
の
財
を
以
て
良
薬
を
製
す
る
の
愈
マ
サ

れ
り
と
為
す
に
如
か
ず
。
蓋
し
上
世
大
己
貴
命
、
少

彦
名
命
と
、
力
を
戳
せ
心
を
一
に
し
、
天
下
を
経
営
し
て
、
医
薬
の
方
を
定
め
た
ま
ふ
。
是
の

時
に
当
り
て
未
だ
奇
薬
を
海
外
に
取
り
た
ま
ひ
し
を
聞
か
ざ
る
な
り
。
余
少
小
よ
り
、
慨
然
と

し
て
深
く
之
を
歎
ず
る
こ
と
、
茲
コ
ゝ

に
三
十
年
。
海
内
産
す
る
所
の
薬
物
と
、
伝
ふ
所
の
医

方
と
を
聞
見
す
る
毎
に
、
採
り
て
之
を
集
む
。
今
局
を
弘
道
館
に
設
け
、
医
生
を
し
て
検
閲
精

製
せ
し
む
。
因
り
て
之
に
命
じ
て
賛
天
堂
と
日
ふ
。
蓋
し
人
心
の
霊
な
る
、
誰
か
天
の
賦
代
す

る
所
各
々
処
分
あ
る
を
知
ら
ざ
ん
や
。
嗚
呼
、
我
が
国
中
よ
り
、
推
し
て
天
下
に
及
ぼ
さ
ば
、

則
ち

神
州
の

神
州
た
る
所
以
を
知
る
に
庶
チ
カ

か
ら
ん

　
天
保
十
四
年
八
月
十
五
日
記
す
。

　
末
尾
に
天
保
十
四
年
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
時
烈
公
は
四
十
四
歳
で
す
。
「
余
少
小
よ
り
、
慨

然
と
し
て
深
く
之
を
歎
ず
る
こ
と
、
茲
こ
こ

に
三
十
年
」
三
十
年
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
四
十
四
歳

か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
十
四
歳
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
だ
、
藩
主
に
な
る
か
ど
う
か
皆
目
分
か
ら
な

か
っ
た
時
期
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
頃
か
ら
関
心
を
寄
せ
て
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
「
因
り
て

之
に
命
じ
て
賛
天
堂
と
曰
ふ
」
賛
天
と
い
う
の
は
中
庸
に
み
え
る
言
葉
で
す
。
自
分
は
若
い
時
か

ら
日
本
は
独
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
が
、
こ
の
ご
ろ
三
十
年
経
っ
て
、
日
本
国

内
に
産
す
る
と
こ
ろ
の
薬
物
と
医
学
の
方
法
を
見
聞
す
る
ご
と
に
採
集
し
て
き
ま
し
た
。
今
弘
道

館
を
設
け
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
医
学
や
薬
学
を
勉
強
す
る
た
め
の
部
局
を
作
り
ま
し
て
研
究
さ

せ
ま
し
た
。
こ
の
研
究
所
を
賛
天
堂
と
い
う
の
で
す
。
人
の
心
は
霊
妙
な
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、

天
は
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
に
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
薬
物
を
与
え
、
医

術
の
方
法
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
必
ず
あ
り
ま
し
ょ
う
。
あ
る
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
、
日
本
人
の
病
気
は
日
本
人
が
日
本
の
薬
で
治
療
す
る
。
そ
う
い
う
方
法
を
水
戸
藩
で
始
め
て

い
け
ば
神
国
で
あ
る
理
由
が
真
に
分
か
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
こ
う
い
う
意
味
で
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
医
術
の
み
で
は
烈
公
の
真
意
は
伝
わ
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
「
賛
天
堂
の
記
」
は
幕
末
に
な
り
ま
し
て
、
特
に
西
の
方
、
三
河
の
国
あ
る
い
は
遠
州



で
あ
り
ま
す
が
、
か
な
り
弘
ま
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
史
料
の
一
部
を
次
に
掲
げ

ま
す
。
草
鹿
砥
宣
隆
の
書
簡
で
あ
り
ま
す
。
「
く
さ
か
ど
の
ぶ
た
か
」
と
読
み
ま
す
。
三
河
の
神

官
で
す
。
歌
人
で
、
平
田
派
の
国
学
を
学
ん
だ
人
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
草
鹿
砥
が
酒
井
敬
造
に
宛

て
た
手
紙
で
す
。
酒
井
は
学
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
三
河
の
庄
屋
で
す
。
地
域
の
知
識
人
で

す
。

　
（
万
延
元
年
）
四
月
二
六
日
付

　
（
封
筒
表
）

　
　
　
　
　
　
酔
郷

　
酒
井
敬
造
様
　
草
鹿
砥
杉

　
　
　
　
　
　
當
用

　
（
巻
封
表
）

　
酒
井
君
　
几
下
　
　
　
宣
隆

　
　
　
桜
の
は
や
し
　
再
便
御
返
上
可
仕
候

尓
来
は
御
疎
遠
打
過
候
所
薄
暑
之
節
先
以
御
安
泰
之
旨

弊
里
権
左
衛
門
ヨ
リ

承
及
抃
躍
仕
候
髄
而

下
官
無
異
在
候
乍

憚
御
安
意
可
被
下
候

過
日
備
賢
覧
候
高
橋
氏
文
考
注
御
返
却
被
下
慥
入
手
仕
候

舊
臘
し
舎
弟
友
輔
昇
堂
仕
預
御
面
倒
候
段
忝
奉
存
候

○
佐
藤
民
之
介
著
書
之
儀
在
府
中
承
合
候
所
八
薬

新
論
近
来
上
之
趣
ニ
御
坐
候
右
者
所
肆
へ
は
張
札
の
み

に
て
賣
渡
無
之
有
志
之
人
は
佐
藤
宅
へ
罷
越
製

本
相
望
購
取
候
事
之
よ
し
同
伴
羽
田
野
常
陸
度
、
、

罷
越
漸
一
部
手
ニ

入
申
候
右
様
之
次
第
ニ

付
買
た
り

不
申
候
本
書
之
趣
意
八
薬
と
ハ
附
子
大
黄
檳
榔
子
胡

枡
ホ
八
種
之
も
の
　
皇
國
固
有
之
所
中
古
採

取
之
法
ヲ
失
ひ
剰
へ

茎
葉
ク
キ
ハ

之
状
象
カ
タ
チ

ヲ
も
不
弁

舶
来
ナ
ラ
デ
ハ
投
与
剤
難
出
来
も
の
と
申
候
普
通

之
俗
情
ヲ
辨
論
申
候
現
在
無
人
嶋
カ
ラ
フ
ト
嶋
ホ
ニ

生
出
い
た
し
候
得
と
も
空
敷
朽
果
候
次
第
ヲ
明
辨

い
た
し
候
事
ニ

御
坐
候
享
保
明
君
漢
種
ヲ

御
徴
求
ハ

至
極
之
事
ニ

候
得
共
所
謂
一
ヲ

知
テ

二
ヲ

不
知
御

所
業
之
論
抔
も
有
之
其
餘
種
々
の
附
説
も
有
之

巻
首
ニ
水
戸
老
侯
ノ
御
作
文
賛
天
堂
記
附
刻
有
之
候
是
亦
明
論
也



甚
愉
快
之
事
共
ニ

候
下
官
も
一
部
ほ
し
く
候
得
共

製
本
六
ケ

敷
よ
し
ニ

付
得
手
ニ

入
不
申
候
右
一
部
之
外

著
書
上
木
無
之
候
　
大
同
類
聚
方
古
本
影
写
ニ

相
成
候
所
今
二
三
巻
不
成
功
の
よ
し
是
ハ
不
遠

成
功
の
よ
し
ニ

御
坐
候
右
之
通
り
ニ

御
坐
候
間
八
薬
新
論

　
傍
線
部
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
「
佐
藤
民
之
介
著
書
の
儀
」
と
あ
り
ま
す
が
、
佐
藤
は
鶴
城
と

号
し
た
方
で
、
医
者
で
す
。
方
定
、
お
そ
ら
く
「
ま
さ
さ
だ
」
と
読
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、
福
島

県
の
飯
坂
の
人
で
す
。
「
水
戸
の
文
籍
」
に
も
み
え
て
い
ま
す
。
東
屋
国
神
社
（
あ
づ
ま
や
く
に

じ
ん
じ
ゃ
）
の
神
官
だ
っ
た
人
で
す
。
こ
の
神
社
は
式
内
社
で
今
も
あ
り
ま
す
。
佐
藤
は
医
学
を

勉
強
し
、
多
く
の
著
書
を
著
わ
し
ま
し
た
。
下
に
「
八
薬
新
論
」
と
あ
り
ま
す
が
、
漢
方
の
本
で

す
。
次
に
後
か
ら
六
行
め
の
と
こ
ろ
に
な
り
ま
す
が
、
「
巻
首
に
水
戸
老
侯
の
御
作
文
」
と
あ
り

ま
す
。
刊
行
さ
れ
た
こ
の
著
書
の
冒
頭
に
「
賛
天
堂
の
記
」
を
刻
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
本
は
歴
史
館
に
あ
り
ま
す
の
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
賛
天
堂
の

記
」
は
医
学
の
面
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
も
う
一
通
紹
介
し
ま
す
。
万
延
元
年
の
羽
田
野
常
陸
（
は
た
の
ひ
た
ち
）
の
書
簡
で
す
。
先
ほ

ど
の
酒
井
敬
造
に
宛
て
た
も
の
で
す
。

別
啓
仕
候
過
日
は
草
鹿
砥
友
輔
へ

御
傅
語
被
下

御
厚
情
之
至
千
萬
辱
奉
存
候
如
貴
諭
以
来
は
深
く

可
相
慎
与

誠
ニ

恐
縮
之
至
奉
存
候
乍
去
又
々
難
忍
義
有
之

尊
兄
限
ニ

一
三
申
出
候
失
敬
之
段
は
御
同
志
故
与

平
ニ

御
憐
恕
可
被
下
候
旧
冬
為
　
御
朱
印
御
改
参
府

之
砌
か
の
皇
朝
医
佐
藤
方
定
翁
へ
も

相
訪
寛
々
面
會

種
々
承
り

候
処
此
程
真
本
大
同
類
聚
方
彫
刻
ニ

取

掛
り

既
ニ

八
巻
程
出
来
ニ
相
成
候
右
は
吉
野
水
院
并

田
安
殿
ヨ
リ
出
候
古
巻
物
ニ
て

首
巻
は
弘
法
を
始
其
頃
之

諸
名
家
之
寄
合
書
ニ
て

誠
ニ

希
代
之
も
の
ニ

御
座
候
全
部

合
本
十
巻
ニ

相
成
候
由
最
早
二
巻
程
ニ
て

皆
出
来
ニ

相
成

可
申
候
へ
共
兎
角
黄
白
ニ

さ
し
つ
か
へ
候
趣
残
念
之
義
奉
存
候

か
の
奇
魂
附
録
八
薬
新
論
は
出
版
ニ

相
成
全
部
三
冊

相
求
帰
り

申
候
是
又
珍
奇
之
書
ニ

御
座
候
右
書
中

景
山
公
御
作
文
賛
天
堂
之
記
相
載
有
之
候
右
は

疾
御
案
内
カ
ハ
不
存
候
へ
共
幸
ひ
書
写
仕
候
も
の
有
之
候
間

　
こ
の
書
簡
に
も
佐
藤
方
定
の
こ
と
、
「
賛
天
堂
の
記
」
の
こ
と
、
「
奇
魂
」
（
く
し
み
た
ま
）



の
こ
と
が
み
え
て
い
ま
す
。
「
奇
魂
」
は
佐
藤
が
著
わ
し
た
漢
方
の
書
物
で
す
が
、
こ
の
中
で
も

烈
公
の
業
績
を
称
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
「
備
急
八
薬
新
論
」
の
序
文
で
す
。
「
備
急
八
薬
新
論
び
き
ゅ
う
は
ち
や
く
し
ん
ろ
ん

」
が
正
式
な

書
名
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
水
戸
の
医
学
者
で
あ
る
楊
元
善
が
序
文
を
書
き
ま
し
た
。
安
政
四

年
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

「
右
賛
天
堂
記
は
我
が
景
山
公
の
撰
す
る
所
。
公
、
嘗
て
、
世
の
奇
を
好
み
、
異
を
衒
テ
ラ

う

者
の
類
、
海
外
の
薬
を
貴
び
、
我
が
産
す
る
所
を
視
る
こ
と
猶
馬
渤
（
正
し
く
は
馬
勃
、
ホ
コ

リ
タ
ケ
。
キ
ノ
コ
の
一
種
）
の
若
し

か
ざ
る
如
ご
と
く

、
世
道
人
心
の
降
る
こ
と
、
そ
の
弊
一
に

こ
ゝ
に
至
る
を
慨
く
、
そ
の
黌
舎
を
創
め
、
医
学
の
局
を
設
け
、
遂
に
此
の
記
を
製
つ
く

り
、

以
て
医
を
業
と
す
る
者
の
表
準
と
な
せ
り
。
友
人
佐
藤
神
符
満
シ
ノ
ブ
マ
ロ

、
夙
に
刀
圭
を
業
と
し

て
そ
の
卓
識
を
仰
ぎ
服
し
亦
た
、
そ
の
論
述
す
る
所
、
大
抵
記
文
と
深
意
相
符
す
る
な
り
。
頃

者
こ
の
ご
ろ

、
八
薬
新
論
を
著
は
し
以
て
薬
物
の
外
に
求
む
る
を
待
た
ざ
る
の
意
を
言
う
。
成
に

及
ん
で
之
を
献
ず
。
元
善
に
就
い
て
此
の
記
を
以
て
其
の
首
に
弁
ぜ
ん
こ
と
を
請
う
。
是
よ
り

先
、
神
符
満
し
の
ぶ
ま
ろ

、
著
は
す
所
の
奇
魂
を
以
て
献
と
為
す
、
而
し
て
賜
は
る
に
歌
詞
数
章
を

以
て
す
。
今
新
た
に
新
論
の
成
る
、
公
一
覧
し
て
嘉
嘆
し
、
遂
に
其
の
請
を
許
さ
る
。
神
符
満

感
激
し
て
之
を
剞

に
付
し
、
元
善
を
し
て
そ
の
由
る
所
を
著
せ
し
む
。
嗚
呼
世
の
医
を
業
と

す
る
者
、
能
く
公
の
盛
意
を
奉
じ
、
又
、
神
符
満
の
心
を
用
う
る
の
苟
か
り
そ
め

な
ら
ざ
る
を
察

す
る
と
き
は
、
独
り
、
奇
を
好
み
、
異
を
衒
い
、
外
を
慕
い
内
を
遺
わ

す
る
ゝ
の
弊
を
免
ま
ぬ

が

れ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
其
の
世
道
人
心
に
大
い
に
補
す
る
に
庶
幾
ち
か

か
ら
ん
か

　
　
　
安
政
丁
巳
孟
春
　
水
戸
　
古
堂
　
楊
元
善
識
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　
印
」

　
神
符
満
と
み
え
て
い
ま
す
が
、
佐
藤
方
定
の
こ
と
で
す
。
烈
公
と
の
関
係
が
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
に
「
賛
天
堂
の
記
」
の
精
神
が
弘
ま
っ
て
い
く
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

　
以
上
、
雑
駁
な
話
し
で
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
若
干
の
ま
と
め
を
し
て
終
わ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

　
義
公
の
教
育
論
は
青
少
年
を
導
く
に
際
し
て
今
日
と
い
え
ど
も
大
い
に
示
唆
に
富
ん
で
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
子
供
は
褒
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
学
校
で
も
家
庭
で
も
重
要
な
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
褒
め
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
こ
と
も
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
「
心

よ
り
合
点
せ
ざ
れ
ば
」
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

な
か
な
か
、
む
つ
か
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
点
大
い
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
烈
公
の
教
諭
書
の
内
容
は
今
日
に
は
合
わ
な
い
と
お
考
え
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま



せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
は
国
際
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
重
要
な
こ

と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
皇
朝
と
か
皇
国
と
か
い
う
言
葉
は
ま
さ
に
日
本
人
と
し
て
の
自

覚
の
現
れ
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
吉
田
松
陰
が
水
戸
に
学
び
、
皇
国
を
自
覚
し
た
こ
と
は
有
名
な

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
烈
公
の
明
確
な
皇
国
意
識
を
み
る
べ
き
で
あ
る
と
私
は
思

い
ま
す
。
本
日
は
申
し
上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
弘
道
館
記
に
は
英
訳
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
十
二

年
、
西
暦
で
申
し
ま
す
と
、
一
九
三
七
年
で
す
。
明
治
聖
徳
記
念
学
会
か
ら
刊
行
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
「
コ
ー
ド
ー
カ
ン
・
レ
コ
ー
ド
」
こ
う
い
う
小
冊
子
で
あ
り
ま
す
。

　
加
藤
玄
智
博
士
は
じ
め
三
名
の
方
の
英
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
常
磐
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
そ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
蛇
足

を
加
え
ま
す
。

　
こ
う
い
う
本
が
あ
り
ま
す
。
（
掲
げ
て
示
す
）
「
な
ぜ
日
本
人
は
日
本
を
愛
せ
な
い
の
か
」
オ

ラ
ン
ダ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
ウ
オ
ル
フ
レ
ン
と
い
う
人
の
著
作
で
あ
り
ま
す
。
二
年
前
、
毎
日

新
聞
社
か
ら
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
本
の
第
二
部
「
日
本
・
歴
史
を
も
た
な
い
国
」
と
い
う
と

こ
ろ
に
こ
ん
な
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

　
王
朝
時
代
の
中
国
で
は
、
王
座
を
奪
っ
て
新
し
い
王
朝
を
開
い
た
者
は
必
ず
、
ま
ず
最
初
に
信

頼
で
き
る
記
録
係
を
雇
い
、
自
ら
の
支
配
を
正
当
化
す
る
「
歴
史
」
を
書
か
せ
よ
う
と
し
た
。

と
し
て
、
中
国
（
シ
ナ
）
の
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
後
に

　
し
か
し
、
こ
れ
は
中
国
に
か
ぎ
っ
た
話
で
は
な
い
。
日
本
の
徳
川
時
代
に
も
顕
著
な
事
例

が
あ
る
。
徳
川
光
圀
が
水
戸
に
彰
考
館
を
設
立
し
た
の
は
、
当
時
幕
府
支
配
を
正
当
化
す
る

た
め
、
過
去
を
書
き
換
え
よ
う
と
し
た
か
ら
だ
っ
た
。
十
八
世
紀
初
め
に
編
纂
さ
れ
た
「
大

日
本
史
」
は
、
そ
の
大
が
か
り
な
努
力
の
産
物
で
あ
る
。

と
あ
り
ま
す
。
新
井
白
石
の
「
読
史
余
論
」
な
ら
ま
だ
わ
か
り
ま
す
が
、
こ
の
程
度
の
理
解
で
論

じ
ら
れ
て
は
ま
こ
と
に
義
公
に
申
し
訳
な
い
と
存
じ
ま
す
。
ウ
オ
ル
フ
レ
ン
と
い
う
人
は
現
在
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
の
教
授
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
外
国
人
の
著
作
だ
か
ら
と
い
っ
て

見
逃
す
訳
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
い
っ
た
事
情
を
考
え
ま
す
と
、
六
十
三
年
前
に
な
り
ま
す
が
、
弘
道
館
記
の
英
訳
が
刊
行

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
実
に
偉
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
先
人
の
業
績
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
義
烈
両
公
に
学
ん
で
い
き
た
い
も
の
だ
と
痛
感
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
本
日
は
「
義
烈
両
公
と
教
育
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
若
干
の
お
話
を
い
た
し
ま
し
た
。
今
日
、
水

戸
学
が
多
方
面
に
わ
た
り
ま
し
て
明
治
維
新
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
学
界
の
常
識
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
教
育
で
あ
り
ま
す
。
水
戸
藩
は
天
下
に
さ
き
が
け
て

改
革
を
断
行
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
ら
の
改
革
が
す
べ
て
成
功
し
た
と
位
置
づ
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
義
公
に
淵
源
す
る
精
神
は
教
育
を
通
じ
て
藩
内
は
も
と
よ
り
、
他



藩
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
長
州
の
吉
田
松
陰
、
久
留
米
の
真
木
和
泉
守
、

こ
う
い
っ
た
方
々
に
は
明
確
に
水
戸
の
精
神
や
学
問
が
伝
わ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
に
お
き

ま
し
て
、
水
戸
藩
の
教
育
に
大
き
な
役
割
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
水
戸
の

中
心
が
義
烈
両
公
だ
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
私
の
話
し
を
終
わ
り
ま
す
。
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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